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うみ議会だより
ホームページ
こちらにアクセス！

議会は年４回（３月・６月・９月・12月）定例会が開かれます。
役場３階の傍聴席入り口で住所・氏名を記入下さい。新型コロナウイルス感染症対策を行い撮影しています

16ページに関連記事を掲載

次回の議会は12月７日に開会予定です。

議会を傍聴しませんか!歩みだそう！
次の１００年

うみくん みらいちゃん

声メーター Gikaiboutyou Meter

議会傍聴メーター
2022年3月議会から議会
傍聴に来られた人数です。

表紙にも掲載しています

シリーズ

議会広報 第6弾

子どもたちの笑顔とそれを支える方々に
スポットを当てていきます

　宇美中学校2年生が議会で職場体験をしました。
また、井野小学校６年生が夏休みの自由研究として、
親子で取材に来てくれました。
　子どもたちが議会に関心を持つ良い機会になる
ことを願っています。

～小中学生が議会に来てくれました～
議会に関心を持つ子どもを増やそう

　中学生からは、「こんなにたくさんの会議を行っている
とは思わなかった」「情報発信や広報活動をとおして自
分たちの思いを伝えていくことの大切さを学ぶことがで
きた」「会議の進め方を班活動などで議論を行うときに
生かしたい」といった声が聞こえてきました。

　「この体験で
得た行動力を生
かし、さまざまな
ことに素早く対
応していきたい」
「学校行事等を
仲間と協力しな
がらやり遂げたい」「話し合いの進め方が参考になった。
チームワークを作るときに役立てたい」「人見知りが解消
した」などの声が寄せられました。

職場体験を今後どう生かす

議会広報委員会に参加

　議場で行われた議
会改革調査特別委員
会では、実際に機器の
操作を体験しました。
　録音をもとに会議録
が作成されると聞いて、
緊張した面持ちで操
作していました。

録音・録画機器を操作

　「議会を自由研
究で取り上げた
きっかけは、昨年
発生したひばり
が丘団地のがけ
崩れでした。
　取材してみて、
各教室にエアコ
ンが設置された
ことや、タブレッ
ト型パソコンが配布されたことなど、身近な出来事に
議会が関係していると知ることができました」と話し
ていました。

夏休みの自由研究

９月定例会は
20人が傍聴に
来られました

中学生が職場体験



議会改革調査特別委員会の取組
新たな時代を切り開く議会に

タブレット端末の導入
　11月の常任委員会や全員協議会からタブ
レット端末の活用がはじまります。
　11月初旬には、タブレット端末に導入さ
れたペーパーレス会議システムの操作研修
が行われました。内容はデジタル化された
資料の閲覧方法など基本的な操作の研修で
した。
　また、タブレット端末導入に併せて、傍聴
者にも会議資料がご覧になれるよう議場に
大型スクリーンを設置します。
　今後、ペーパーレス会議システムの活用
により、更なる経費削減に努めます。
　

9月定例会から録画配信がスタート
　９月定例会本会議の動画が、町
ホームページから視聴できるように
なりました。
　また、12月定例会からはライブ配
信（生中継）もはじまります。
　今後は、どなたにでもご覧いただ
けるよう録画動画に字幕を付けま
す。字幕付き動画は、編集作業終了
後、順次配信されます。

議会中継サイト
こちらから
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検索します
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集
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宇美町立中央公民館　　　　
・住民福祉センター　　
　トイレをリニューアル

12月•1月
臨時会
９月
定例会

※

万
円
未
満
四
捨
五
入

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
億
３
４

０
８
万
円
を
追
加
し
、予
算
総
額

を
１
５
２
億
７
３
５
７
万
円
と
す
る
。

　
主
な
補
正
は
次
の
と
お
り
。

◇
住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る

臨
時
特
別
給
付
金
給
付
事
業
費

４
億
８
３
６
２
万
円
増
額

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
長
期
化
す
る
中
、速
や
か
に

生
活・暮
ら
し
の
支
援
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
、住
民
税
非
課
税
世
帯
等

に
10
万
円
を
給
付
す
る
。給
付
見

込
世
帯
数
４
７
５
８
世
帯
。

給
付
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

国
か
ら
予
算
確
保
の
指
示
は
あ
っ
た
が
、

給
付
開
始
の
指
示
は
あって
い
な
い
。補
正

予
算
議
決
後
は
、封
筒
印
刷
な
ど
可
能

な
範
囲
で
準
備
を
し
、国
か
ら
の
正
式
な

指
示
が
届
き
次
第
、速
や
か
に
給
付
で

き
る
よ
う
に
進
め
る
。

工
事
請
負
契
約
締
結

　
９
月
定
例
会
は
、７
日
か
ら
21
日

ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　
町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
は

決
算
認
定
を
は
じ
め
と
す
る
18
議

案
が
提
出
さ
れ
、す
べ
て
を
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
決
算
審
査（
特
別
会
計
・一
般
会

計
）に
つ
い
て
は
、特
別
委
員
会
を
設

置
し
、慎
重
に
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
６
議
員
が
10
項

目
に
つい
て
質
問
し
ま
し
た
。

※

万
円
未
満
四
捨
五
入

令
和
４
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
億
７
６

１
１
万
円
を
追
加
。予
算
総
額
43

億
３
３
９
４
万
円
。

　
繰
越
額
の
確
定
等
に
伴
う
補
正
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
億
６
０

２
９
万
円
を
追
加
。予
算
総
額
１
３

５
億
６
８
９
３
万
円
。主
な
補
正
は

次
の
と
お
り
。

◇
宇
美
東
小
学
校
体
育
館
ト
イ
レ

　
改
修
事
業

４
８
４
万
円
増
額

ト
イ
レ
改
修
は
大
変
重
要
で
、

他
の
学
校
施
設
で
も
改
修
を

望
ま
れ
て
い
る
が
把
握
し
て
い
る
か
。

改
修
が
必
要
な
学
校
を

把
握
し
て
い
る
。

　
随
時
、改
修
時
期
を
待
っ
て
い

る
状
況
で
あ
る
。

◇
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
推
進
事
業

　
費
補
助
金

２２
万
円
増
額

　
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
推
進
補
助
金

と
は
、が
ん
治
療
に
伴
う
外
見
の
変

化
に
起
因
す
る
患
者
の
苦
痛
を
軽
減

す
る
た
め
、医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
等
の

補
整
具
購
入
費
の
一
部
を
助
成
す
る
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
６

７
５
万
円
を
追
加
。予
算
総
額
１

３
６
億
８
５
６
９
万
円
。

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
費
　

１
億
１
５
５
０
万
円
増
額

　
２
回
目
ま
で
接
種
を
終
え
た
12

歳
以
上
の
人
を
対
象
に
、オ
ミ
ク

ロ
ン
株
に
対
応
し
た
ワ
ク
チ
ン
接

種
体
制
確
保
に
必
要
な
経
費
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

宇
美
町
立
中
央
公
民
館
・
住
民
福
祉

セ
ン
タ
ー
ト
イ
レ
改
修
工
事

○
工
事
箇
所

宇
美
町
立
中
央
公
民
館
及
び
宇

美
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
請
負
契
約
額

５
５
９
０
万
円

○
工
事
請
負
人

有
限
会
社
　
大
庭
建
設

○
落
札
率

97
・
52
％

○
工
期

契
約
の
効
力
の
発
生
の
日
か
ら

令
和
５
年
１
月
20
日

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任

松
田
　
初
善
　
氏（
再
任
）

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

吉
村
　
順
子
　
氏（
新
任
）

自
治
功
労
者
表
彰
候
補
者
の
推
薦

木
原
　
　
忠
　
氏
　
　
　

　
宇
美
町
長
と
し
て
、平
成
26
年

３
月
６
日
就
任
、令
和
４
年
３
月

５
日
退
任
、８
年
間
在
職
に
対
し

て
の
表
彰
。

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

世
　
利
　
慎
　
吾
　
氏（
新
任
）

佐
々
木
　
恵
美
子
　
氏（
新
任
）

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

補
正
予
算

問答

人
事
案
の
同
意
・
承
認

諮
問
答
申（
適
任
）

トイレ改修のイメージ

次
の
ペ
ー
ジ
は 

…

９
月
定
例
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令
和
３
年
度
決
算
　
審
査
・
認
定
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国
民
健
康
保
険
会
計

一
　
般
　
会
　
計

上
水
道
事
業
会
計

流
域
関
連

公
共
下
水
道
事
業
会
計

福
岡
地
区
水
道
企
業
団
と
は

　
福
岡
都
市
圏
の
６
市
７
町
１
企

業
団
１
事
務
組
合
に
よ
り
構
成
さ

れ
、水
道
水
を
供
給
し
て
い
る
。

　
詳
し
く
は
こ

ち
ら
か
ら
。　
▼

質
疑
な
し

庁
舎
建
設
等
基
金
に
令

和
３
年
度
末
で
11
億
５

千
万
円
が
積
み
立
て
ら
れ
て
い

る
が
、コ
ロ
ナ
対
策
に
充
て
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

庁
舎
建
設
等
基
金
は
町

内
公
共
施
設
の
新
設
や

改
修
に
必
要
な
費
用
を
積
み
立
て

る
も
の
。

　
今
後
、老
朽
化
し
た
全
て
の
施

設
に
必
要
な
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。

ふ
る
さ
と
宇
美
町
応
援

寄
附
金
の
宣
伝
活
動
の

費
用
対
効
果
は
。

令
和
３
年
度
か
ら
寄
付

を
頂
い
た
方
に
対
し
て
ポ

コ
ロ
ナ
禍
で
資
格
者
証

世
帯
に
対
し
て
短
期
被

保
険
者
証
を
発
行
し
て
い
る
が
、

こ
の
措
置
は
今
後
も
続
け
る
の
か
。

令
和
４
年
度
は
継
続
し
て

実
施
す
る
。今
後
は
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ

り
判
断
す
る
。

福
岡
地
区
水
道
企
業
団

か
ら
の
受
水
量
の
見
直

し
に
つ
い
て
、町
の
意
見
や
要
望

が
企
業
団
に
届
い
て
い
な
い
と

感
じ
て
い
る
。行
政
の
ト
ッ
プ
で

あ
る
町
長
、副
町
長
に
よ
る
交
渉

が
必
要
で
は
な
い
か
。

以
前
よ
り
受
水
量
の
見

直
し
に
つ
い
て
企
業
団
と

協
議
し
て
き
た
が
、
今
後
あ
ら
ゆ

る
場
に
出
向
き
、
要
望
等
を
伝
え

て
い
き
た
い
。

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

9億9634万円

9億 65万円

4億5982万円

6億7257万円

令
和
３
年
度
決
算
を
認
定

一般会計 歳入合計 153億4752万円

一般会計 歳出合計 145億6846万円

自主財源 55億 11万円

①町税

②その他

依存財源 98億4741万円

③国県支出金

④地方交付税

⑤町債

⑥その他

37億5596万円

17億4415万円

48億 557万円

30億5228万円

8億6055万円

11億2901万円

24.5％

11.4％

31.3％

19.9％

5.6％

7.3％

前年度比

①総務費
②民生費
③教育費
④衛生費

23億8102万円
61億4789万円
13億8909万円
16億5530万円

⑤土木費
⑥公債費
⑦消防費
⑧その他

10億5241万円
9億5027万円
4億8222万円
5億1028万円

●令和３年度決算表

一般会計

特
別
会
計

国民健康
保　　険

後期高齢者
医　　療

上水道事業会計

流域関連公共下水道事業会計

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

8億2502万円

7億3029万円

4444万円

3億4871万円

歳入

歳出

15.0%減

16.7%減

153億4752万円

145億6846万円

歳入

歳出

14.9%増

5.4%増

44億3421万円

40億5973万円

歳入

歳出

2.3%増

2.2%増

4億6843万円

4億4655万円

基金・地方債 年度末残高の推移（直近5か年）

　
決
算
審
査
に
つ
い
て
は
、議
長
を

除
く
議
員
全
員
に
よ
る
決
算
審
査

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、活
発
な

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
を
要
約
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

※

す
べ
て
の
会
計
に
お
い
て
、全
員

賛
成
で
認
定
と
す
る
も
の
と
決
定
。

一
人
当
た
り
の
医
療
費

が
平
成
28
年
か
ら
令
和

２
年
ま
で
連
続
し
て
県
内
一
位

と
な
っ
て
い
る
。

　
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
原

因
と
今
後
の
対
策
は
。

生
活
習
慣
病
に
起
因
す

る
長
期
入
院
が
多
い
こ
と

が
原
因
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
、原
因
を
究
明
し
て
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
う
え
で
体
制
を
考

え
て
い
く
。

ス
ト
カ
ー
ド
５
万
通
を
送
付
し
た
。

　
そ
の
結
果
４
・
７
％
、額
は
２
８

９
８
万
円
の
寄
付
を
頂
い
た
。一
定

の
効
果
は
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
医
療
制
度
に
つ

い
て
、現
在
は
０
歳
か
ら

中
学
生
ま
で
の
医
療
費
の
一
部
を

助
成
し
て
い
る
が
、全
額
助
成
し

た
場
合
の
財
政
負
担
は
。ま
た
、高

校
生
ま
で
拡
大
し
た
場
合
は
県
補

助
金
の
対
象
と
な
る
の
か
。

０
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
全

額
助
成
と
し
た
場
合
、新

た
に
約
３
０
０
０
万
円
の
負
担
が
生

じ
る
。

　
ま
た
、高
校
生
ま
で
拡
大
し
た
場

合
、県
の
補
助
金
交
付
要
綱
で
定
め

る
以
外
の
部
分
は
全
額
町
の
負
担
と

な
る
。

粕
屋
ド
ー
ム
、ア
ク
シ
オ

ン
等
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

利
用
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
広

報
宣
伝
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

現
在
は
利
用
施
設
で
直
接

手
続
き
を
行
う
。

　
町
の
広
報
紙
で
周
知
を
し
て
い
る

が
、今
後
は
電
子
媒
体
等
に
よ
り
広

く
周
知
を
図
り
た
い
。

問答

問答

問答

問問 答答

問答

問答

令
和
３
年
度
決
算
を

　
　
　
　
　

徹
底
審
査

令
和
３
年
度
決
算
を

　
　
　
　
　

徹
底
審
査

決算審査
特別委員会
委員長 丸山康夫

後
期
高
齢
者
医
療
会
計

※

万
円
未
満
四
捨
五
入

　令和3年度の決算認定では、財政調整基金と庁舎
建替等基金を合わせた基金残高の総額が、約6億
3400万円増加し、地方債の借入残高が、約5000万
円減少するなど財政の健全化が顕著となりました。

　その反面、新型コロナウイルス対策の事業には、
国の交付金のみのが主な財源として充てられてお
り、財政調整基金を取り崩してでも、町民や事業者
への支援強化を求める声が相次ぎました。

地方債借入残高（借金）

R3

R2

H31

H30

98億3571万円

98億8666万円

99億7867万円

97億4982万円

H29 101億1420万円

基金残高（貯金）
30億円

H29 H30 H31 R2 R3

25億円

20億円

15億円

地方債借入残高（借金）
102億円

H29 H30 H31 R2 R3

100億円

98億円

96億円

基金残高（貯金）

R3

R2

H31

H30

29億 108万円

22億6691万円

21億4990万円

18億7470万円

H29 15億9539万円

◎下水道普及率 単位：％

平成29年度

平成30年度

平成31年度

令和２年度

令和３年度

87.4

87.7

88.1

88.2

91.5

ポストカード

64.1％

35.9％

42.2％

9.5％

7.2％

6.5％

3.3％

3.5％

11.4％

16.4％

議会からのひとこと

令
和
３
年
度
決
算

表
決
一
覧

各
種
委
員
会
活
動
報
告

一
般
質
問

特
　
集

９
月
定
例
会
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国
民
健
康
保
険
会
計

一
　
般
　
会
　
計

上
水
道
事
業
会
計

流
域
関
連

公
共
下
水
道
事
業
会
計

福
岡
地
区
水
道
企
業
団
と
は

　
福
岡
都
市
圏
の
６
市
７
町
１
企

業
団
１
事
務
組
合
に
よ
り
構
成
さ

れ
、水
道
水
を
供
給
し
て
い
る
。

　
詳
し
く
は
こ

ち
ら
か
ら
。　
▼

質
疑
な
し

庁
舎
建
設
等
基
金
に
令

和
３
年
度
末
で
11
億
５

千
万
円
が
積
み
立
て
ら
れ
て
い

る
が
、コ
ロ
ナ
対
策
に
充
て
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

庁
舎
建
設
等
基
金
は
町

内
公
共
施
設
の
新
設
や

改
修
に
必
要
な
費
用
を
積
み
立
て

る
も
の
。

　
今
後
、老
朽
化
し
た
全
て
の
施

設
に
必
要
な
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。

ふ
る
さ
と
宇
美
町
応
援

寄
附
金
の
宣
伝
活
動
の

費
用
対
効
果
は
。

令
和
３
年
度
か
ら
寄
付

を
頂
い
た
方
に
対
し
て
ポ

コ
ロ
ナ
禍
で
資
格
者
証

世
帯
に
対
し
て
短
期
被

保
険
者
証
を
発
行
し
て
い
る
が
、

こ
の
措
置
は
今
後
も
続
け
る
の
か
。

令
和
４
年
度
は
継
続
し
て

実
施
す
る
。今
後
は
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ

り
判
断
す
る
。

福
岡
地
区
水
道
企
業
団

か
ら
の
受
水
量
の
見
直

し
に
つ
い
て
、町
の
意
見
や
要
望

が
企
業
団
に
届
い
て
い
な
い
と

感
じ
て
い
る
。行
政
の
ト
ッ
プ
で

あ
る
町
長
、副
町
長
に
よ
る
交
渉

が
必
要
で
は
な
い
か
。

以
前
よ
り
受
水
量
の
見

直
し
に
つ
い
て
企
業
団
と

協
議
し
て
き
た
が
、
今
後
あ
ら
ゆ

る
場
に
出
向
き
、
要
望
等
を
伝
え

て
い
き
た
い
。

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

9億9634万円

9億 65万円

4億5982万円

6億7257万円

令
和
３
年
度
決
算
を
認
定

一般会計 歳入合計 153億4752万円

一般会計 歳出合計 145億6846万円

自主財源 55億 11万円

①町税

②その他

依存財源 98億4741万円

③国県支出金

④地方交付税

⑤町債

⑥その他

37億5596万円

17億4415万円

48億 557万円

30億5228万円

8億6055万円

11億2901万円

24.5％

11.4％

31.3％

19.9％

5.6％

7.3％

前年度比

①総務費
②民生費
③教育費
④衛生費

23億8102万円
61億4789万円
13億8909万円
16億5530万円

⑤土木費
⑥公債費
⑦消防費
⑧その他

10億5241万円
9億5027万円
4億8222万円
5億1028万円

●令和３年度決算表

一般会計

特
別
会
計

国民健康
保　　険

後期高齢者
医　　療

上水道事業会計

流域関連公共下水道事業会計

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

8億2502万円

7億3029万円

4444万円

3億4871万円

歳入

歳出

15.0%減

16.7%減

153億4752万円

145億6846万円

歳入

歳出

14.9%増

5.4%増

44億3421万円

40億5973万円

歳入

歳出

2.3%増

2.2%増

4億6843万円

4億4655万円

基金・地方債 年度末残高の推移（直近5か年）

　
決
算
審
査
に
つ
い
て
は
、議
長
を

除
く
議
員
全
員
に
よ
る
決
算
審
査

特
別
委
員
会
を
設
置
し
、活
発
な

質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
を
要
約
し
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

※

す
べ
て
の
会
計
に
お
い
て
、全
員

賛
成
で
認
定
と
す
る
も
の
と
決
定
。

一
人
当
た
り
の
医
療
費

が
平
成
28
年
か
ら
令
和

２
年
ま
で
連
続
し
て
県
内
一
位

と
な
っ
て
い
る
。

　
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
原

因
と
今
後
の
対
策
は
。

生
活
習
慣
病
に
起
因
す

る
長
期
入
院
が
多
い
こ
と

が
原
因
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
、原
因
を
究
明
し
て
タ
ー

ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た
う
え
で
体
制
を
考

え
て
い
く
。

ス
ト
カ
ー
ド
５
万
通
を
送
付
し
た
。

　
そ
の
結
果
４
・
７
％
、額
は
２
８

９
８
万
円
の
寄
付
を
頂
い
た
。一
定

の
効
果
は
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

子
ど
も
医
療
制
度
に
つ

い
て
、現
在
は
０
歳
か
ら

中
学
生
ま
で
の
医
療
費
の
一
部
を

助
成
し
て
い
る
が
、全
額
助
成
し

た
場
合
の
財
政
負
担
は
。ま
た
、高

校
生
ま
で
拡
大
し
た
場
合
は
県
補

助
金
の
対
象
と
な
る
の
か
。

０
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
全

額
助
成
と
し
た
場
合
、新

た
に
約
３
０
０
０
万
円
の
負
担
が
生

じ
る
。

　
ま
た
、高
校
生
ま
で
拡
大
し
た
場

合
、県
の
補
助
金
交
付
要
綱
で
定
め

る
以
外
の
部
分
は
全
額
町
の
負
担
と

な
る
。

粕
屋
ド
ー
ム
、ア
ク
シ
オ

ン
等
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設

利
用
に
つ
い
て
、ど
の
よ
う
な
広

報
宣
伝
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

現
在
は
利
用
施
設
で
直
接

手
続
き
を
行
う
。

　
町
の
広
報
紙
で
周
知
を
し
て
い
る

が
、今
後
は
電
子
媒
体
等
に
よ
り
広

く
周
知
を
図
り
た
い
。

問答

問答

問答

問問 答答

問答

問答

令
和
３
年
度
決
算
を

　
　
　
　
　

徹
底
審
査

令
和
３
年
度
決
算
を

　
　
　
　
　

徹
底
審
査

決算審査
特別委員会
委員長 丸山康夫

後
期
高
齢
者
医
療
会
計

※

万
円
未
満
四
捨
五
入

　令和3年度の決算認定では、財政調整基金と庁舎
建替等基金を合わせた基金残高の総額が、約6億
3400万円増加し、地方債の借入残高が、約5000万
円減少するなど財政の健全化が顕著となりました。

　その反面、新型コロナウイルス対策の事業には、
国の交付金のみのが主な財源として充てられてお
り、財政調整基金を取り崩してでも、町民や事業者
への支援強化を求める声が相次ぎました。

地方債借入残高（借金）

R3

R2

H31

H30

98億3571万円

98億8666万円

99億7867万円

97億4982万円

H29 101億1420万円

基金残高（貯金）
30億円

H29 H30 H31 R2 R3

25億円

20億円

15億円

地方債借入残高（借金）
102億円

H29 H30 H31 R2 R3

100億円

98億円

96億円

基金残高（貯金）

R3

R2

H31

H30

29億 108万円

22億6691万円

21億4990万円

18億7470万円

H29 15億9539万円

◎下水道普及率 単位：％

平成29年度

平成30年度

平成31年度

令和２年度

令和３年度

87.4

87.7

88.1

88.2

91.5

ポストカード

64.1％

35.9％

42.2％

9.5％

7.2％

6.5％

3.3％

3.5％

11.4％

16.4％

議会からのひとこと

次
の
ペ
ー
ジ
は 

…
町
民
憲
章
記
念
碑
除
幕
式
・
表
決
一
覧
・
一
般
質
問

令
和
３
年
度
決
算

うみ議会だよりNo.87
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丸山 康夫　議員 ―――― ８Ｐ
♦交通弱者への支援強化を
♦町の職員採用と育成方針は
♦学校プールの集約化を

髙橋 紳章　議員 ―――― ９Ｐ
♦次世代の子どもたちが
 住みやすく安心して遊べる環境とは
♦平成地区の代替広場は

入江 政行　議員 ――――10Ｐ
♦プラごみを資源化へ

安川 禎幸　議員 ―――11Ｐ
♦福岡県で一番高い
　後期高齢者一人当たりの医療費への対策は

鳴海 圭矢　議員 ――――12Ｐ
♦コロナ第７波から命と健康を守れ
♦インボイス導入に対する町の対応は

平野 龍彦　議員 ――――13Ｐ
♦通学路交通安全緊急対策の合同点検
　の実施内容は

四王寺県民の森 百間石垣周辺の紅葉
　福岡県立四王寺県民の森は、紅葉シーズン
真っ盛りとなっています。
　手軽なハイキングコースもあり、史跡散策
をしながら紅葉狩りをお楽しみください。

一般質問  町政を問う６人が登壇！

一般質問とは定例会で行われ、議員が町政
全般について、町長などの執行機関の考え
方や方針などを問いただすことです。

録画配信を開始しました 各議員の質問のようすを動画でご覧いただけます

全会一致で承認・可決した議案 令和４年９月定例会　表決一覧

　10月26日に、宇美町町民憲章記念碑の除
幕式が執り行われました。
　町は令和2年10月に町制施行100周年と
いう節目の年を迎え、議会では平成30年12
月定例会において、町民の心を一つにし、
心豊かなまちづくりを進めるための心の
よりどころ、道しるべとなる町民憲章の制
定を要望する決議を行いました。
　除幕式では、各小中学校の代表者による
町民憲章の唱和をはじめ、各学校には町民
憲章のパネル贈呈など、今後の宇美町を担
う子どもたちが主人公となる式典になり
ました。

議　案　名

専決処分の承認 令和４年度宇美町一般会計補正予算（第４号）

宇美町固定資産評価審査委員会委員の選任 松田　初善氏（再任）

宇美町自治功労表彰候補者の推薦 木原　忠氏

令和４年度　宇美町上水道事業特別会計補正予算
（第３号）

収益的収入 560万 6000円追加し、計 8億 0813万 9000円
収益的支出 731万 9000円追加し、計 7億 8132万 4000円

令和４年度　宇美町一般会計補正予算（第５号） 歳入歳出 6億 6028万 7000円追加し、
予算総額 135億 6893万 4000円

人権擁護委員候補者の推薦 世利　慎吾氏（新任）

人権擁護委員候補者の推薦 佐々木　恵美子氏（新任）

工事請負契約締結についての議決内容の一部変更 令和３年度町道竹ケ下～桜ケ丘線災害復旧工事　

宇美町職員の育児休業等に関する条例の一部改正 育児休業取得回数制限緩和

令和４年度　宇美町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）

34万 7000円追加し、予算総額 5億 739万 8000円

令和４年度　宇美町国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）

3億 7611万 1000円追加し、予算総額 43億 3393万 9000円

宇美町教育委員会の任命 吉村　順子氏（新任）

令和４年度　宇美町一般会計補正予算（第 6号） 1億 1675万 1000円追加し、予算総額 136億 8568万 5000円

令和３年度　宇美町後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算認定

歳入 4億 6843万 1879円
歳出 4億 4654万 7768円

令和３年度　宇美町国民健康保険特別会計
歳入歳出決算認定

歳入 44億 3421万 4238円
歳出 40憶 5972万 6221円

令和３年度　宇美町上水道事業会計利益の処分及び
決算認定

収益的収入 8億 2501万 6917円、収益的支出 7憶 3029万 3512円
資本的収入 4444万 2554円、資本的支出 3億 4871万 2862円

令和３年度　宇美町流域関連公共下水道事業会計
利益の処分及び決算認定

収益的収入 9憶 9633万 9773円、収益的支出 9億 65万 375円
資本的収入 4億 5981万 8500円、資本的支出 6億 7257万 1737円

令和３年度　宇美町一般会計歳入歳出決算認定 歳入 153億 4751万 7804円
歳出 145億 6846万 1711円

工事請負契約の締結 令和４年度　宇美町立中央公民館及び宇美町住民福祉センター
トイレ改修工事

町民憲章記念碑除幕式 ～未来を担う子どもたち～

令
和
３
年
度
決
算

表
決
一
覧

各
種
委
員
会
活
動
報
告

一
般
質
問

特
　
集

９
月
定
例
会

うみ議会だよりNo.87
令和4年11月15日発行 6



丸山 康夫　議員 ―――― ８Ｐ
♦交通弱者への支援強化を
♦町の職員採用と育成方針は
♦学校プールの集約化を

髙橋 紳章　議員 ―――― ９Ｐ
♦次世代の子どもたちが
 住みやすく安心して遊べる環境とは
♦平成地区の代替広場は

入江 政行　議員 ――――10Ｐ
♦プラごみを資源化へ

安川 禎幸　議員 ―――11Ｐ
♦福岡県で一番高い
　後期高齢者一人当たりの医療費への対策は

鳴海 圭矢　議員 ――――12Ｐ
♦コロナ第７波から命と健康を守れ
♦インボイス導入に対する町の対応は

平野 龍彦　議員 ――――13Ｐ
♦通学路交通安全緊急対策の合同点検
　の実施内容は

四王寺県民の森 百間石垣周辺の紅葉
　福岡県立四王寺県民の森は、紅葉シーズン
真っ盛りとなっています。
　手軽なハイキングコースもあり、史跡散策
をしながら紅葉狩りをお楽しみください。

一般質問  町政を問う６人が登壇！

一般質問とは定例会で行われ、議員が町政
全般について、町長などの執行機関の考え
方や方針などを問いただすことです。

録画配信を開始しました 各議員の質問のようすを動画でご覧いただけます

全会一致で承認・可決した議案 令和４年９月定例会　表決一覧

　10月26日に、宇美町町民憲章記念碑の除
幕式が執り行われました。
　町は令和2年10月に町制施行100周年と
いう節目の年を迎え、議会では平成30年12
月定例会において、町民の心を一つにし、
心豊かなまちづくりを進めるための心の
よりどころ、道しるべとなる町民憲章の制
定を要望する決議を行いました。
　除幕式では、各小中学校の代表者による
町民憲章の唱和をはじめ、各学校には町民
憲章のパネル贈呈など、今後の宇美町を担
う子どもたちが主人公となる式典になり
ました。

議　案　名

専決処分の承認 令和４年度宇美町一般会計補正予算（第４号）

宇美町固定資産評価審査委員会委員の選任 松田　初善氏（再任）

宇美町自治功労表彰候補者の推薦 木原　忠氏

令和４年度　宇美町上水道事業特別会計補正予算
（第３号）

収益的収入 560万 6000円追加し、計 8億 0813万 9000円
収益的支出 731万 9000円追加し、計 7億 8132万 4000円

令和４年度　宇美町一般会計補正予算（第５号） 歳入歳出 6億 6028万 7000円追加し、
予算総額 135億 6893万 4000円

人権擁護委員候補者の推薦 世利　慎吾氏（新任）

人権擁護委員候補者の推薦 佐々木　恵美子氏（新任）

工事請負契約締結についての議決内容の一部変更 令和３年度町道竹ケ下～桜ケ丘線災害復旧工事　

宇美町職員の育児休業等に関する条例の一部改正 育児休業取得回数制限緩和

令和４年度　宇美町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）

34万 7000円追加し、予算総額 5億 739万 8000円

令和４年度　宇美町国民健康保険特別会計補正予算
（第２号）

3億 7611万 1000円追加し、予算総額 43億 3393万 9000円

宇美町教育委員会の任命 吉村　順子氏（新任）

令和４年度　宇美町一般会計補正予算（第 6号） 1億 1675万 1000円追加し、予算総額 136億 8568万 5000円

令和３年度　宇美町後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算認定

歳入 4億 6843万 1879円
歳出 4億 4654万 7768円

令和３年度　宇美町国民健康保険特別会計
歳入歳出決算認定

歳入 44億 3421万 4238円
歳出 40憶 5972万 6221円

令和３年度　宇美町上水道事業会計利益の処分及び
決算認定

収益的収入 8億 2501万 6917円、収益的支出 7憶 3029万 3512円
資本的収入 4444万 2554円、資本的支出 3億 4871万 2862円

令和３年度　宇美町流域関連公共下水道事業会計
利益の処分及び決算認定

収益的収入 9憶 9633万 9773円、収益的支出 9億 65万 375円
資本的収入 4億 5981万 8500円、資本的支出 6億 7257万 1737円

令和３年度　宇美町一般会計歳入歳出決算認定 歳入 153億 4751万 7804円
歳出 145億 6846万 1711円

工事請負契約の締結 令和４年度　宇美町立中央公民館及び宇美町住民福祉センター
トイレ改修工事

町民憲章記念碑除幕式 ～未来を担う子どもたち～
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問
　
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が

引
き
起
こ
す
交
通
事
故
は

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
お
り
、交
通
網
が
発
達
し

て
い
る
都
心
部
で
さ
え
運

転
免
許
証
の
返
納
が
進
ん

で
お
ら
ず
、痛
ま
し
い
交
通

事
故
が
繰
り
返
し
起
き
て

い
る
。

　
当
町
の
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
の
人
数
は
。

答
　
危
機
管
理
課
長

　
70
歳
以
上
の
運
転
免
許

証
の
保
有
数
は
、４
０
５
９

人
、75
歳
以
上
で
見
る
と
１

５
５
５
人
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
当
町
で
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
や
そ
の
家
族
に
対
し

て
意
識
調
査
を
行
っ
た
こ

と
は
あ
る
か
。

答
　
危
機
管
理
課
長

　
当
町
で
意
識
調
査
を

行
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、警

視
庁
が
平
成
27
年
に
行
っ

た
調
査
で
は
、自
主
返
納
を

た
め
ら
う
理
由
と
し
て
、「
車

が
な
い
と
生
活
に
不
便
を

き
た
す
」と
あ
り
、移
動
手

段
に
関
す
る
支
援
が
必
要

と
感
じ
て
い
る
方
が
多
い

と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。

問
　
近
隣
で
運
転
免
許
証

返
納
者
に
対
す
る
支
援
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
は
あ

る
の
か
。

答
　
危
機
管
理
課
長

　
志
免
町
、粕
屋
町
、篠
栗

町
で
は
、70
歳
以
上
の
方
に

１
人
１
回
限
り
で
５
０
０

０
円
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
交

付
。

　
須
恵
町
で
は
、75
歳
か
ら

85
歳
ま
で
の
方
に
４
万
円

相
当
の
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
を
交

付
。

問
　
当
町
で
は
運
転
免
許

証
の
返
納
者
に
対
し
、ど
の

よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

答
　
危
機
管
理
課
長

　
現
在
は
直
接
的
な
支
援

は
行
っ
て
い
な
い
が
、２
月

か
ら
運
行
さ
れ
る「
オ
ン
デ

マ
ン
ド
バ
ス
の
る
ー
と
」の

導
入
に
合
わ
せ
て
、運
転
免

許
証
返
納
者
に
対
し
て
、１

回
限
り
１
万
円
の
ク
ー
ポ

ン
を
付
与
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
る
。

問
　
２
月
か
ら「
オ
ン
デ
マ

ン
ド
バ
ス
の
る
ー
と
」が
運

行
さ
れ
る
が
、交
通
弱
者
へ

の
配
慮
、特
に
経
済
的
な
支

援
が
足
り
て
い
な
い
と
思
う
。

　
子
育
て
世
代
も
交
通
弱

者
に
入
る
が
、何
ら
か
の
支

援
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
現
在
は
支
援
を
行
っ
て

い
な
い
が
、子
育
て
世
代
に

と
っ
て
交
通
移
動
に
関
す

る
困
り
事
が
潜
在
化
し
て

い
る
こ
と
は
十
分
に
考
え

ら
れ
る
。

問
　
子
育
て
世
代
を
含
む

交
通
弱
者
へ
の
支
援
は
欠

か
せ
な
い
も
の
だ
と
考
え

る
が
、今
後
の
方
針
は
。

答
　
町
長

　
２
月
に「
オ
ン
デ
マ
ン
ド

バ
ス
の
る
ー
と
」を
導
入
す

る
が
、こ
れ
で
支
援
が
完
成

し
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
10
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
っ
た
上
で
、子
育
て

世
代
へ
の
支
援
と
合
わ
せ

て
多
角
的
に
研
究
し
、来
年

度
予
算
へ
反
映
さ
せ
た
い
。

町
の
職
員
採
用
と
育
成
方

針
は

「
計
画
的
な
職
員
採
用
と
待

遇
改
善
で
離
職
者
の
減
少

を
」

学
校
プ
ー
ル
の
集
約
化
を

「
課
題
山
積
み
の
プ
ー
ル
授

業
の
改
善
を
」

答

次世代の子どもたちが
住みやすく
安心して遊べる環境とは
公園整備に向け
引き続き調査研究を行う

交通弱者への支援強化を
～運転免許証返納を
　　推進するための支援策は～

答 来年度予算に反映させたい

問
　
宇
美
南
町
民
セ
ン
タ
ー

裏
の
芝
生
広
場
を
子
ど
も

の
遊
び
場
と
し
て
活
用
で

き
な
い
か
。

答
　
社
会
教
育
課
長
　

　
一
般
開
放
に
向
け
て
、

本
年
12
月
の
定
例
会
に
条

例
改
正
案
等
を
付
議
す
る

よ
う
調
整
し
て
お
り
、可

決
さ
れ
れ
ば
令
和
５
年
４

月
か
ら
毎
週
日
曜
日
に
一

般
開
放
を
実
施
す
る
予
定
。

問
　
宇
美
総
合
ス
ポ
ー
ツ

公
園
の
使
用
状
況
は
。

答
　
社
会
教
育
課
長

　
令
和
３
年
度
は
、県
ラ

グ
ビ
ー
協
会
主
催
の
試
合

や
土
日
祝
日
の
サ
ッ
カ
ー

大
会
等
に
使
用
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、利
用
者
数
は

伸
び
て
い
る
。

　
ま
た
、毎
週
土
曜
日
は

宇
美
町
緑
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

開
放
事
業
と
し
て
、芝
生

が
あ
る
施
設
を
子
ど
も
た

ち
に
無
料
開
放
し
て
い
る
。

問
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園

の
照
明
の
整
備
状
況
は
。

答
　
社
会
教
育
課
長
　

　
水
銀
灯
の
製
造
は
終
了

し
て
お
り
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
変

更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
試
算
で
は
２
千
万
円

（
１
０
８
基
分
）を
超
え
る

事
業
費
が
必
要
に
な
る
。

　
発
光
量
の
違
い
に
よ
る

照
明
器
具
の
削
減
や
レ
ン

タ
ル
等
の
手
法
の
検
討
に

加
え
、施
設
の
長
寿
命
化

計
画
を
踏
ま
え
た
議
論
を

進
め
て
い
く
。

問
　
林
崎
公
園
の
遊
具
周

辺
の
定
期
的
な
草
刈
り
や

清
掃
、ベ
ン
チ
等
の
設
置
を

行
い
、憩
い
の
場
所
と
し
て

整
備
で
き
な
い
か
。

答
　
都
市
整
備
課
長
　

　
園
内
の
除
草
、清
掃
を

年
８
回
、草
刈
り
を
年
２

回
、中
低
木
の
剪
定
を
年

１
回
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、園
路
が
劣
化
し
、

散
歩
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
し

に
く
い
状
況
だ
っ
た
た
め
、

令
和
３
年
度
に
路
面
改
修

を
行
っ
た
。

　
ベ
ン
チ
等
の
設
置
に
つ

い
て
は
、他
の
公
園
で
利

用
し
な
く
な
っ
た
パ
ー
ゴ

ラ
・
ベ
ン
チ
を
仮
設
置
し
、

利
用
状
況
を
見
て
、今
後
、

改
修
の
参
考
に
し
た
い
。

平
成
地
区
の
代
替
広
場
は

問
　
都
市
計
画
道
路
志
免

宇
美
線
の
拡
張
工
事
再
開

に
伴
い
、使
用
で
き
な
く

な
っ
た
平
成
地
区
広
場
の

代
替
地
確
保
の
進
捗
状
況

は
。

答
　
都
市
整
備
課
長
　

　
令
和
３
年
６
月
に
平
成

自
治
会
よ
り
代
替
広
場
確

保
の
要
望
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
。

　
周
辺
に
代
替
可
能
な
土

地
が
見
当
た
ら
ず
検
討
し

て
い
く
中
、辻
荒
木
、馬
場
、

上
河
原
の
各
自
治
会
お
よ

び
辻
荒
木
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

の
連
名
で
宇
美
２
丁
目
の

町
有
地
開
放
の
要
望
書
が

提
出
さ
れ
た
。

　
こ
の
町
有
地
が
平
成
地

区
に
比
較
的
近
い
立
地
条

件
で
あ
る
た
め
、共
有
し

て
使
用
で
き
な
い
か
両
者

に
相
談
し
て
い
る
。

答
　
管
財
課
長

　
こ
の
町
有
地
を
公
園
広

場
と
し
て
整
備
す
る
た
め

に
、整
備
内
容
を
地
元
自

治
会
と
調
整
し
て
い
る
。

　
順
調
に
進
め
ば
、本
年

10
月
下
旬
に
農
地
転
用
の

申
請
を
行
い
、
12
月
定
例

会
で
整
備
工
事
に
係
る
補

正
予
算
を
計
上
し
、来
年

４
月
の
供
用
開
始
を
目
指

し
て
い
る
。

問
　
親
子
が
安
心
し
て
遊

べ
る
環
境
の
整
備
に
今
後

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
　
町
長
　

　
町
が
保
有
し
て
い
る
公

共
施
設
数
カ
所
の
整
備
に

つ
い
て
、補
助
金
の
活
用

を
含
め
、調
査
研
究
す
る

よ
う
指
示
し
て
い
る
。

　
私
が
や
り
た
い
政
策
の

一
つ
で
あ
り
、町
民
ニ
ー

ズ
の
高
い
こ
と
も
承
知
し

て
い
る
。あ
ら
ゆ
る
選
択

肢
を
も
っ
て
調
査
研
究
を

続
け
て
い
く
。

髙橋 紳章 議員 丸山 康夫 議員

2月から導入される
「オンデマンドバス のるーと」

録画配信はこちらから ▶◀  録画配信はこちらから
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問
　
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
が

引
き
起
こ
す
交
通
事
故
は

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
お
り
、交
通
網
が
発
達
し

て
い
る
都
心
部
で
さ
え
運

転
免
許
証
の
返
納
が
進
ん

で
お
ら
ず
、痛
ま
し
い
交
通

事
故
が
繰
り
返
し
起
き
て

い
る
。

　
当
町
の
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
の
人
数
は
。

答
　
危
機
管
理
課
長

　
70
歳
以
上
の
運
転
免
許

証
の
保
有
数
は
、４
０
５
９

人
、75
歳
以
上
で
見
る
と
１

５
５
５
人
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
当
町
で
高
齢
ド
ラ
イ

バ
ー
や
そ
の
家
族
に
対
し

て
意
識
調
査
を
行
っ
た
こ

と
は
あ
る
か
。

答
　
危
機
管
理
課
長

　
当
町
で
意
識
調
査
を

行
っ
た
こ
と
は
な
い
が
、警

視
庁
が
平
成
27
年
に
行
っ

た
調
査
で
は
、自
主
返
納
を

た
め
ら
う
理
由
と
し
て
、「
車

が
な
い
と
生
活
に
不
便
を

き
た
す
」と
あ
り
、移
動
手

段
に
関
す
る
支
援
が
必
要

と
感
じ
て
い
る
方
が
多
い

と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。

問
　
近
隣
で
運
転
免
許
証

返
納
者
に
対
す
る
支
援
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
は
あ

る
の
か
。

答
　
危
機
管
理
課
長

　
志
免
町
、粕
屋
町
、篠
栗

町
で
は
、70
歳
以
上
の
方
に

１
人
１
回
限
り
で
５
０
０

０
円
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
交

付
。

　
須
恵
町
で
は
、75
歳
か
ら

85
歳
ま
で
の
方
に
４
万
円

相
当
の
Ｉ
Ｃ
乗
車
券
を
交

付
。

問
　
当
町
で
は
運
転
免
許

証
の
返
納
者
に
対
し
、ど
の

よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

答
　
危
機
管
理
課
長

　
現
在
は
直
接
的
な
支
援

は
行
っ
て
い
な
い
が
、２
月

か
ら
運
行
さ
れ
る「
オ
ン
デ

マ
ン
ド
バ
ス
の
る
ー
と
」の

導
入
に
合
わ
せ
て
、運
転
免

許
証
返
納
者
に
対
し
て
、１

回
限
り
１
万
円
の
ク
ー
ポ

ン
を
付
与
す
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
る
。

問
　
２
月
か
ら「
オ
ン
デ
マ

ン
ド
バ
ス
の
る
ー
と
」が
運

行
さ
れ
る
が
、交
通
弱
者
へ

の
配
慮
、特
に
経
済
的
な
支

援
が
足
り
て
い
な
い
と
思
う
。

　
子
育
て
世
代
も
交
通
弱

者
に
入
る
が
、何
ら
か
の
支

援
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
こ
ど
も
み
ら
い
課
長

　
現
在
は
支
援
を
行
っ
て

い
な
い
が
、子
育
て
世
代
に

と
っ
て
交
通
移
動
に
関
す

る
困
り
事
が
潜
在
化
し
て

い
る
こ
と
は
十
分
に
考
え

ら
れ
る
。

問
　
子
育
て
世
代
を
含
む

交
通
弱
者
へ
の
支
援
は
欠

か
せ
な
い
も
の
だ
と
考
え

る
が
、今
後
の
方
針
は
。

答
　
町
長

　
２
月
に「
オ
ン
デ
マ
ン
ド

バ
ス
の
る
ー
と
」を
導
入
す

る
が
、こ
れ
で
支
援
が
完
成

し
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　
10
月
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
っ
た
上
で
、子
育
て

世
代
へ
の
支
援
と
合
わ
せ

て
多
角
的
に
研
究
し
、来
年

度
予
算
へ
反
映
さ
せ
た
い
。

町
の
職
員
採
用
と
育
成
方

針
は

「
計
画
的
な
職
員
採
用
と
待

遇
改
善
で
離
職
者
の
減
少

を
」

学
校
プ
ー
ル
の
集
約
化
を

「
課
題
山
積
み
の
プ
ー
ル
授

業
の
改
善
を
」

答

次世代の子どもたちが
住みやすく
安心して遊べる環境とは
公園整備に向け
引き続き調査研究を行う

交通弱者への支援強化を
～運転免許証返納を
　　推進するための支援策は～

答 来年度予算に反映させたい

問
　
宇
美
南
町
民
セ
ン
タ
ー

裏
の
芝
生
広
場
を
子
ど
も

の
遊
び
場
と
し
て
活
用
で

き
な
い
か
。

答
　
社
会
教
育
課
長
　

　
一
般
開
放
に
向
け
て
、

本
年
12
月
の
定
例
会
に
条

例
改
正
案
等
を
付
議
す
る

よ
う
調
整
し
て
お
り
、可

決
さ
れ
れ
ば
令
和
５
年
４

月
か
ら
毎
週
日
曜
日
に
一

般
開
放
を
実
施
す
る
予
定
。

問
　
宇
美
総
合
ス
ポ
ー
ツ

公
園
の
使
用
状
況
は
。

答
　
社
会
教
育
課
長

　
令
和
３
年
度
は
、県
ラ

グ
ビ
ー
協
会
主
催
の
試
合

や
土
日
祝
日
の
サ
ッ
カ
ー

大
会
等
に
使
用
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、利
用
者
数
は

伸
び
て
い
る
。

　
ま
た
、毎
週
土
曜
日
は

宇
美
町
緑
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

開
放
事
業
と
し
て
、芝
生

が
あ
る
施
設
を
子
ど
も
た

ち
に
無
料
開
放
し
て
い
る
。

問
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園

の
照
明
の
整
備
状
況
は
。

答
　
社
会
教
育
課
長
　

　
水
銀
灯
の
製
造
は
終
了

し
て
お
り
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
変

更
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
試
算
で
は
２
千
万
円

（
１
０
８
基
分
）を
超
え
る

事
業
費
が
必
要
に
な
る
。

　
発
光
量
の
違
い
に
よ
る

照
明
器
具
の
削
減
や
レ
ン

タ
ル
等
の
手
法
の
検
討
に

加
え
、施
設
の
長
寿
命
化

計
画
を
踏
ま
え
た
議
論
を

進
め
て
い
く
。

問
　
林
崎
公
園
の
遊
具
周

辺
の
定
期
的
な
草
刈
り
や

清
掃
、ベ
ン
チ
等
の
設
置
を

行
い
、憩
い
の
場
所
と
し
て

整
備
で
き
な
い
か
。

答
　
都
市
整
備
課
長
　

　
園
内
の
除
草
、清
掃
を

年
８
回
、草
刈
り
を
年
２

回
、中
低
木
の
剪
定
を
年

１
回
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、園
路
が
劣
化
し
、

散
歩
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
し

に
く
い
状
況
だ
っ
た
た
め
、

令
和
３
年
度
に
路
面
改
修

を
行
っ
た
。

　
ベ
ン
チ
等
の
設
置
に
つ

い
て
は
、他
の
公
園
で
利

用
し
な
く
な
っ
た
パ
ー
ゴ

ラ
・
ベ
ン
チ
を
仮
設
置
し
、

利
用
状
況
を
見
て
、今
後
、

改
修
の
参
考
に
し
た
い
。

平
成
地
区
の
代
替
広
場
は

問
　
都
市
計
画
道
路
志
免

宇
美
線
の
拡
張
工
事
再
開

に
伴
い
、使
用
で
き
な
く

な
っ
た
平
成
地
区
広
場
の

代
替
地
確
保
の
進
捗
状
況

は
。

答
　
都
市
整
備
課
長
　

　
令
和
３
年
６
月
に
平
成

自
治
会
よ
り
代
替
広
場
確

保
の
要
望
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
。

　
周
辺
に
代
替
可
能
な
土

地
が
見
当
た
ら
ず
検
討
し

て
い
く
中
、辻
荒
木
、馬
場
、

上
河
原
の
各
自
治
会
お
よ

び
辻
荒
木
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

の
連
名
で
宇
美
２
丁
目
の

町
有
地
開
放
の
要
望
書
が

提
出
さ
れ
た
。

　
こ
の
町
有
地
が
平
成
地

区
に
比
較
的
近
い
立
地
条

件
で
あ
る
た
め
、共
有
し

て
使
用
で
き
な
い
か
両
者

に
相
談
し
て
い
る
。

答
　
管
財
課
長

　
こ
の
町
有
地
を
公
園
広

場
と
し
て
整
備
す
る
た
め

に
、整
備
内
容
を
地
元
自

治
会
と
調
整
し
て
い
る
。

　
順
調
に
進
め
ば
、本
年

10
月
下
旬
に
農
地
転
用
の

申
請
を
行
い
、
12
月
定
例

会
で
整
備
工
事
に
係
る
補

正
予
算
を
計
上
し
、来
年

４
月
の
供
用
開
始
を
目
指

し
て
い
る
。

問
　
親
子
が
安
心
し
て
遊

べ
る
環
境
の
整
備
に
今
後

ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答
　
町
長
　

　
町
が
保
有
し
て
い
る
公

共
施
設
数
カ
所
の
整
備
に

つ
い
て
、補
助
金
の
活
用

を
含
め
、調
査
研
究
す
る

よ
う
指
示
し
て
い
る
。

　
私
が
や
り
た
い
政
策
の

一
つ
で
あ
り
、町
民
ニ
ー

ズ
の
高
い
こ
と
も
承
知
し

て
い
る
。あ
ら
ゆ
る
選
択

肢
を
も
っ
て
調
査
研
究
を

続
け
て
い
く
。

髙橋 紳章 議員 丸山 康夫 議員
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問

　プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源

循
環
促
進
法
が
本
年
４
月

１
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
。

　ま
た
、２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
や
、新
た
な
海
洋
汚
染
を

ゼ
ロ
に
す
る
取
組
な
ど
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
と
り
ま
く

様
々
な
環
境
問
題
に
対
応

し
て
い
く
に
は
、プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
資
源
循
環
を
加

速
し
、循
環
型
社
会
へ
移
行

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

　プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

町
の
処
理
状
況
は
。

答

　環
境
農
林
課
長

　

平
成
21
年
４
月
か
ら
容

器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
法

に
基
づ
き
、容
器
包
装
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
で
リ
サ
イ
ク
ル

マ
ー
ク
が
つ
い
た
も
の
は

月
２
回
収
集
し
、リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー「
エ
コ
ル
」で

選
別
・
圧
縮
梱
包
の
二
次
処

理
を
行
い
、リ
サ
イ
ク
ル
業

者
へ
引
き
渡
し
て
い
る
。

　
一
方
、リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー

ク
の
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
ご
み
は
、可
燃
ご
み
と

し
て
収
集
し
て
い
る
。　　

　
　

問

　日
本
で
は
今
ま
で
、廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ほ
と
ん

ど
を「
有
効
利
用
」と
称
し

て
燃
や
し（
サ
ー
マ
ル
リ
サ

イ
ク
ル
）エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収

＝
熱
回
収
＋
単
純
焼
却
し

て
い
る
。

　自
治
体
に
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
燃
や
す「
ご
み
発

電
」が
奨
励
さ
れ
て
お
り
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
焼
却
は

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や
化
学
物

質
等
の
有
害
物
質
の
発
生

源
と
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
た
め
、廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
を
焼
却
す
る

こ
と
は
、温
室
効
果
ガ
ス

（
Ｃ
Ｏ
２
）を
増
や
す
こ
と

に
な
り
、こ
れ
は
許
し
難
い

と
思
う
。

　当
町
で
は
、Ｃ
Ｏ
２
削
減

の
取
組
を
考
え
て
い
る
か
。

答

　環
境
農
林
課
長

　
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
た
め
、環

境
省
が
推
奨
し
て
い
る
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン

30
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
や

省
エ
ネ
住
宅
の
推
奨
、

Ｃ
Ｏ
２
の
少
な
い
交
通
手

段
の
選
択
、食
品
ロ
ス
の
削

減
な
ど
推
進
し
、行
政
、町

民
、事
業
者
と
一
体
と
な
っ

て
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問

　福
岡
県
大
木
町
は
、プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
収
集

後
、油
化
し
て
燃
料
化
し
、

公
共
施
設
の
ボ
イ
ラ
ー
等

に
利
用
し
て
い
る
。

　そ
の
ほ
か
、鹿
児
島
県
大

崎
町
は
、自
治
体
別
一
般
廃

棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
日

本
一
を
14
回
達
成
し
、２
０

２
０
年
度
リ
サ
イ
ク
ル
率

83
．１
％
。さ
ら
に
、２
０
３

０
年
ま
で
に
、使
い
捨
て
容

器
の
完
全
撤
廃
・
脱
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
実
現
を
目
標
と

し
て
い
る
。

　当
町
で
は
、６
月
に
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を

行
っ
た
が
、町
と
し
て
脱
炭

素
に
関
し
て
、具
体
的
に
考

え
て
い
る
の
か
町
長
の
見

解
を
。

答

　町
長

　
今
回
は
、町
民
一
人
一
人

が
地
球
温
暖
化
の
危
機
的

な
状
況
を
自
ら
の
問
題
と

し
て
認
識
し
、持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
に
向
け
た
脱

炭
素
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点

を
日
々
の
生
活
に
取
り
込

む
き
っ
か
け
と
し
て
、ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を

行
っ
た
。

　
来
年
度
の
国
の
補
助
金

希
望
調
査
に
手
を
挙
げ
て

い
る
。ま
た
、ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
に
向
け
て
、各
種

企
業
か
ら
事
業
者
提
案
等

受
け
て
い
る
。あ
ら
ゆ
る
主

体
と
共
有
し
、連
携
協
力
し

な
が
ら
、脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
て
行
動
を
加
速

さ
せ
て
い
く
。

答

福岡県で一番高い
後期高齢者一人当たりの医療費
への対策は

効果的な対策を検討し
進めていく

プラごみを資源化へ

答 宇美町・志免町で慎重に
協議を重ね、処理の流れ
等を調査研究していく

問
　
当
町
の
後
期
高
齢
者

医
療
費
一
人
当
た
り
の
推

移
は
。

答
　
住
民
課
長

　
令
和
２
年
度
は
１
３
６

万
円
で
県
で
一
番
高
く
、

２
位
の
自
治
体
と
は
11
万

円
の
差
が
あ
る
。

　
こ
こ
10
年
間
で
は
平
成

25
年
を
除
い
て
県
で
一
番

高
い
。

問
　
75
歳
以
前
に
加
入
す

る
国
民
健
康
保
険
一
人
当

た
り
の
医
療
費
の
状
況
は
。

答
　
住
民
課
長

　
令
和
２
年
度
は
38
万
円

で
県
下
60
市
町
村
中
38
位
。

　
年
齢
階
層
別
で
は
、０

歳
〜
64
歳
は
28
万
円
、65

歳
〜
69
歳
は
44
万
円
、70

歳
〜
74
歳
は
56
万
円
と
な

り
、年
齢
階
層
が
上
が
る

に
つ
れ
て
医
療
費
が
上
昇

し
て
い
る
。

問
　
年
齢
が
上
が
る
に
つ

れ
て
医
療
費
が
上
昇
す
る

要
因
は
。

答
　
健
康
福
祉
課
長

　
総
医
療
費
に
占
め
る
割

合
は
入
院
62
％
、外
来

38
％
で
、入
院
の
割
合
は

県
で
４
番
目
の
高
さ
と

な
っ
て
い
る
。

　
入
院
医
療
費
は
、６
カ

月
以
上
の
長
期
入
院
の
割

合
が
県
で
一
番
高
く
、総

医
療
費
の
20
％
を
占
め
て

い
る
。　

　
ま
た
、１
件
当
た
り
80

万
円
を
超
え
る
高
額
医
療

費
や
人
工
透
析
の
割
合
も

県
平
均
よ
り
高
く
、重
症

化
し
た
状
態
で
医
療
に
か

か
る
こ
と
が
医
療
費
上
昇

の
要
因
で
あ
る
。

問
　
後
期
高
齢
者
医
療
費

の
約
８
％
が
町
の
負
担
。

　
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り

財
政
負
担
が
増
加
す
る
の

で
は
と
危
惧
し
て
い
る
。

　
町
財
政
の
現
状
と
今
後

の
推
計
は
。

答
　
財
政
課
長

　
令
和
３
年
度
の
決
算
で

は
、後
期
高
齢
者
医
療
療

養
給
付
費
は
４
億
７
２
７

３
万
円
、決
算
に
占
め
る

割
合
は
３
・
２
％
で
糟
屋

地
区
で
一
番
高
い
。

　
令
和
６
年
度
は
３
年
度

と
比
較
し
て
10
・
９
％
増

加
す
る
と
推
計
し
て
い
る
。

問
　
医
療
費
対
策
の
現
状

は
。

答
　
健
康
福
祉
課
長

　
生
活
習
慣
病
予
防
の
た

め
、妊
娠
期
か
ら
就
学
前

ま
で
を
担
う
こ
ど
も
み
ら

い
課
、学
童
期
を
担
う
学

校
教
育
課
、成
人
期
か
ら

高
齢
期
を
担
う
健
康
福
祉

課
、国
保
・
後
期
の
給
付
を

担
う
住
民
課
、こ
れ
ら
各

課
が
共
通
の
思
い
で
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
今
後
、各
課
の
取
組
を

共
有
す
る
こ
と
や
効
果
の

検
証
等
を
定
期
的
に
実
施

し
、連
携
を
強
化
し
た
い
。

問
　
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
が

成
果
と
し
て
現
れ
て
い
な

い
た
め
、
抜
本
的

な
対
策
の
見
直
し

が
必
要
と
考
え
る
。

　
若
手
職
員
や
保

健
師
等
の
専
門
職

を
含
む「
医
療
費

適
正
化
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」を
つ
く
り
、住

民
に
も
分
か
り
や

す
い
目
標
を
設
定
す
る
な

ど
、従
来
と
は
違
う
取
組

を
期
待
す
る
。

　
町
長
が
掲
げ
る「
保
健
・

福
祉
が
充
実
し
た
ま
ち
づ

く
り
」に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
　
町
長

　
２
０
４
０
年
を
境
に
全

人
口
に
占
め
る
75
歳
以
上

の
人
口
割
合
が
上
昇
し
て

い
く
た
め
医
療
費
対
策
が

必
須
で
あ
る
。

　「
保
健
・
福
祉
が
充
実
し

た
ま
ち
づ
く
り
」を
実
現

す
る
た
め
に
も
生
活
習
慣

病
の
発
症
お
よ
び
重
症
化

の
予
防
に
重
点
的
に
取
り

組
む
べ
き
と
強
く
考
え
て

い
る
。

　
５
年
先
、
10
年
先
を
見

据
え
た
効
果
的
な
対
策
を

検
討
し
進
め
て
い
く
。 情報は

こちらから

宇美町は「ゼロカーボンシティ
うみ」を宣言しました

録画配信はこちらから ▶◀  録画配信はこちらから
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３
年
度
決
算

表
決
一
覧

各
種
委
員
会
活
動
報
告

一
般
質
問

特
　
集

９
月
定
例
会

うみ議会だよりNo.87
令和4年11月15日発行 10



安川 禎幸 議員 入江 政行 議員

問

　プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源

循
環
促
進
法
が
本
年
４
月

１
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
。

　ま
た
、２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
や
、新
た
な
海
洋
汚
染
を

ゼ
ロ
に
す
る
取
組
な
ど
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
を
と
り
ま
く

様
々
な
環
境
問
題
に
対
応

し
て
い
く
に
は
、プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
資
源
循
環
を
加

速
し
、循
環
型
社
会
へ
移
行

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

　プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

町
の
処
理
状
況
は
。

答

　環
境
農
林
課
長

　

平
成
21
年
４
月
か
ら
容

器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
法

に
基
づ
き
、容
器
包
装
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
で
リ
サ
イ
ク
ル

マ
ー
ク
が
つ
い
た
も
の
は

月
２
回
収
集
し
、リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー「
エ
コ
ル
」で

選
別
・
圧
縮
梱
包
の
二
次
処

理
を
行
い
、リ
サ
イ
ク
ル
業

者
へ
引
き
渡
し
て
い
る
。

　
一
方
、リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー

ク
の
な
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
ご
み
は
、可
燃
ご
み
と

し
て
収
集
し
て
い
る
。　　

　
　

問

　日
本
で
は
今
ま
で
、廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
ほ
と
ん

ど
を「
有
効
利
用
」と
称
し

て
燃
や
し（
サ
ー
マ
ル
リ
サ

イ
ク
ル
）エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収

＝
熱
回
収
＋
単
純
焼
却
し

て
い
る
。

　自
治
体
に
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
燃
や
す「
ご
み
発

電
」が
奨
励
さ
れ
て
お
り
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
焼
却
は

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や
化
学
物

質
等
の
有
害
物
質
の
発
生

源
と
な
っ
て
い
る
。

　こ
の
た
め
、廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
を
焼
却
す
る

こ
と
は
、温
室
効
果
ガ
ス

（
Ｃ
Ｏ
２
）を
増
や
す
こ
と

に
な
り
、こ
れ
は
許
し
難
い

と
思
う
。

　当
町
で
は
、Ｃ
Ｏ
２
削
減

の
取
組
を
考
え
て
い
る
か
。

答

　環
境
農
林
課
長

　
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
た
め
、環

境
省
が
推
奨
し
て
い
る
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン

30
、エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
や

省
エ
ネ
住
宅
の
推
奨
、

Ｃ
Ｏ
２
の
少
な
い
交
通
手

段
の
選
択
、食
品
ロ
ス
の
削

減
な
ど
推
進
し
、行
政
、町

民
、事
業
者
と
一
体
と
な
っ

て
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
削
減

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問

　福
岡
県
大
木
町
は
、プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
収
集

後
、油
化
し
て
燃
料
化
し
、

公
共
施
設
の
ボ
イ
ラ
ー
等

に
利
用
し
て
い
る
。

　そ
の
ほ
か
、鹿
児
島
県
大

崎
町
は
、自
治
体
別
一
般
廃

棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
日

本
一
を
14
回
達
成
し
、２
０

２
０
年
度
リ
サ
イ
ク
ル
率

83
．１
％
。さ
ら
に
、２
０
３

０
年
ま
で
に
、使
い
捨
て
容

器
の
完
全
撤
廃
・
脱
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
実
現
を
目
標
と

し
て
い
る
。

　当
町
で
は
、６
月
に
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を

行
っ
た
が
、町
と
し
て
脱
炭

素
に
関
し
て
、具
体
的
に
考

え
て
い
る
の
か
町
長
の
見

解
を
。

答

　町
長

　
今
回
は
、町
民
一
人
一
人

が
地
球
温
暖
化
の
危
機
的

な
状
況
を
自
ら
の
問
題
と

し
て
認
識
し
、持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
に
向
け
た
脱

炭
素
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点

を
日
々
の
生
活
に
取
り
込

む
き
っ
か
け
と
し
て
、ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を

行
っ
た
。

　
来
年
度
の
国
の
補
助
金

希
望
調
査
に
手
を
挙
げ
て

い
る
。ま
た
、ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
シ
テ
ィ
に
向
け
て
、各
種

企
業
か
ら
事
業
者
提
案
等

受
け
て
い
る
。あ
ら
ゆ
る
主

体
と
共
有
し
、連
携
協
力
し

な
が
ら
、脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
て
行
動
を
加
速

さ
せ
て
い
く
。

答

福岡県で一番高い
後期高齢者一人当たりの医療費
への対策は

効果的な対策を検討し
進めていく

プラごみを資源化へ

答 宇美町・志免町で慎重に
協議を重ね、処理の流れ
等を調査研究していく

問
　
当
町
の
後
期
高
齢
者

医
療
費
一
人
当
た
り
の
推

移
は
。

答
　
住
民
課
長

　
令
和
２
年
度
は
１
３
６

万
円
で
県
で
一
番
高
く
、

２
位
の
自
治
体
と
は
11
万

円
の
差
が
あ
る
。

　
こ
こ
10
年
間
で
は
平
成

25
年
を
除
い
て
県
で
一
番

高
い
。

問
　
75
歳
以
前
に
加
入
す

る
国
民
健
康
保
険
一
人
当

た
り
の
医
療
費
の
状
況
は
。

答
　
住
民
課
長

　
令
和
２
年
度
は
38
万
円

で
県
下
60
市
町
村
中
38
位
。

　
年
齢
階
層
別
で
は
、０

歳
〜
64
歳
は
28
万
円
、65

歳
〜
69
歳
は
44
万
円
、70

歳
〜
74
歳
は
56
万
円
と
な

り
、年
齢
階
層
が
上
が
る

に
つ
れ
て
医
療
費
が
上
昇

し
て
い
る
。

問
　
年
齢
が
上
が
る
に
つ

れ
て
医
療
費
が
上
昇
す
る

要
因
は
。

答
　
健
康
福
祉
課
長

　
総
医
療
費
に
占
め
る
割

合
は
入
院
62
％
、外
来

38
％
で
、入
院
の
割
合
は

県
で
４
番
目
の
高
さ
と

な
っ
て
い
る
。

　
入
院
医
療
費
は
、６
カ

月
以
上
の
長
期
入
院
の
割

合
が
県
で
一
番
高
く
、総

医
療
費
の
20
％
を
占
め
て

い
る
。　

　
ま
た
、１
件
当
た
り
80

万
円
を
超
え
る
高
額
医
療

費
や
人
工
透
析
の
割
合
も

県
平
均
よ
り
高
く
、重
症

化
し
た
状
態
で
医
療
に
か

か
る
こ
と
が
医
療
費
上
昇

の
要
因
で
あ
る
。

問
　
後
期
高
齢
者
医
療
費

の
約
８
％
が
町
の
負
担
。

　
高
齢
化
の
進
行
に
よ
り

財
政
負
担
が
増
加
す
る
の

で
は
と
危
惧
し
て
い
る
。

　
町
財
政
の
現
状
と
今
後

の
推
計
は
。

答
　
財
政
課
長

　
令
和
３
年
度
の
決
算
で

は
、後
期
高
齢
者
医
療
療

養
給
付
費
は
４
億
７
２
７

３
万
円
、決
算
に
占
め
る

割
合
は
３
・
２
％
で
糟
屋

地
区
で
一
番
高
い
。

　
令
和
６
年
度
は
３
年
度

と
比
較
し
て
10
・
９
％
増

加
す
る
と
推
計
し
て
い
る
。

問
　
医
療
費
対
策
の
現
状

は
。

答
　
健
康
福
祉
課
長

　
生
活
習
慣
病
予
防
の
た

め
、妊
娠
期
か
ら
就
学
前

ま
で
を
担
う
こ
ど
も
み
ら

い
課
、学
童
期
を
担
う
学

校
教
育
課
、成
人
期
か
ら

高
齢
期
を
担
う
健
康
福
祉

課
、国
保
・
後
期
の
給
付
を

担
う
住
民
課
、こ
れ
ら
各

課
が
共
通
の
思
い
で
取
り

組
ん
で
い
る
。

　
今
後
、各
課
の
取
組
を

共
有
す
る
こ
と
や
効
果
の

検
証
等
を
定
期
的
に
実
施

し
、連
携
を
強
化
し
た
い
。

問
　
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
が

成
果
と
し
て
現
れ
て
い
な

い
た
め
、
抜
本
的

な
対
策
の
見
直
し

が
必
要
と
考
え
る
。

　
若
手
職
員
や
保

健
師
等
の
専
門
職

を
含
む「
医
療
費

適
正
化
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」を
つ
く
り
、住

民
に
も
分
か
り
や

す
い
目
標
を
設
定
す
る
な

ど
、従
来
と
は
違
う
取
組

を
期
待
す
る
。

　
町
長
が
掲
げ
る「
保
健
・

福
祉
が
充
実
し
た
ま
ち
づ

く
り
」に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
　
町
長

　
２
０
４
０
年
を
境
に
全

人
口
に
占
め
る
75
歳
以
上

の
人
口
割
合
が
上
昇
し
て

い
く
た
め
医
療
費
対
策
が

必
須
で
あ
る
。

　「
保
健
・
福
祉
が
充
実
し

た
ま
ち
づ
く
り
」を
実
現

す
る
た
め
に
も
生
活
習
慣

病
の
発
症
お
よ
び
重
症
化

の
予
防
に
重
点
的
に
取
り

組
む
べ
き
と
強
く
考
え
て

い
る
。

　
５
年
先
、
10
年
先
を
見

据
え
た
効
果
的
な
対
策
を

検
討
し
進
め
て
い
く
。 情報は

こちらから

宇美町は「ゼロカーボンシティ
うみ」を宣言しました

録画配信はこちらから ▶◀  録画配信はこちらから
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度
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問
　
国
は
通
学
路
の
交
通

安
全
緊
急
対
策
を
求
め
て

き
た
が
、教
育
委
員
会
を

主
軸
と
し
た
通
学
路
安
全

対
策
合
同
会
議（
合
同
会

議
）に
お
け
る
合
同
点
検

の
危
険
箇
所
数
は
。

答
　
学
校
教
育
課
長

　
危
険
箇
所
は
計
14
カ
所

あ
り
内
訳
は
以
下
。

宇
美
小
学
校
　
４
カ
所

原
田
小
学
校
　
５
カ
所

桜
原
小
学
校
　
２
カ
所

井
野
小
学
校
　
１
カ
所

宇
美
東
中
学
校
１
カ
所

宇
美
南
中
学
校
１
カ
所

問
　
宇
美
東
小
学
校
区
と

宇
美
中
学
校
区
の
危
険
箇

所
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。通
学

路
は
変
更
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
の
で
、合
同
会
議

を
年
２
回
に
増
や
す
べ
き

で
は
。

答
　
学
校
教
育
課
長
　

　
合
同
会
議
の
開
催
数
を

増
や
す
こ
と
は
、今
後
、必

要
で
あ
れ
ば
考
え
た
い
。

　
　

問
　
国
が
示
す
合
同
点
検

フ
ロ
ー
で
は
、都
市
整
備

課
に
要
望
さ
れ
た
通
学
路

の
危
険
箇
所
情
報
は
、教

育
委
員
会
に
助
言
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
。

答
　
都
市
整
備
課
長

　
今
後
、通
学
路
の
危
険

箇
所
情
報
は
、合
同
会
議
へ

情
報
提
供
す
る
体
制
も
考

え
て
い
く
。

問
　
貴
船
４
丁
目
に
あ
る

危
険
だ
と
思
わ
れ
る
通
学

路
は
、車
と
歩
行
者
を
分

け
る
白
線
が
消
え
て
い
る

が
、合
同
点
検
の
危
険
箇

所
に
す
べ
き
で
は
。

答
　
学
校
教
育
課
長

　
学
校
と
協
議
し
、次
の

合
同
会
議
に
提
案
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　問
　
貴
船
４
丁
目
の
危
険

だ
と
思
わ
れ
る
通
学
路
で
、

車
と
歩
行
者
を
分
け
る
白

線
の
表
示
に
対
す
る
安
全

対
策
を
す
べ
き
で
は
。

答
　
都
市
整
備
課
長
　

　
今
後
、上
下
水
道
工
事

を
予
定
し
て
い
る
た
め
、併

せ
て
白
線
等
の
施
工
を
考

え
た
い
。

問
　
西
鉄
バ
ス
宇
美
営
業

所
前
付
近
の
通
学
路
は

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
も
な
く
、

白
線
も
消
え
て
い
る
な
ど

危
険
だ
と
思
う
が
、合
同

点
検
の
危
険
箇
所
に
す
べ

き
で
は
。

答
　
学
校
教
育
課
長
　

　
学
校
と
協
議
し
、合
同

会
議
に
提
案
す
る
よ
う
働

き
か
け
る
。

問
　
宇
美
営
業
所
前
付
近

の
危
険
だ
と
思
わ
れ
る
通

学
路
に
つ
い
て
、道
路
管

理
者
と
し
て
、安
全
対
策

を
す
べ
き
で
は
。

答
　
都
市
整
備
課
長
　

　
白
線
に
つ
い
て
は
、早
期

に
施
工
す
る
よ
う
検
討
を

進
め
る
。

　
そ
の
ほ
か
危
険
だ
と
思

わ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、

合
同
会
議
で
協
議
い
た
だ

き
た
い
。

　
ま
た
、有
効
な
対
策
に
つ

い
て
は
、警
察
署
と
も
協
議

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

通
学
路
安
全
対
策

　
　
　
　
合
同
会
議
と
は

　
通
学
路
の
安
全
確
保
に

関
し
て
、町
、粕
屋
警
察
署
、

町
内
小
中
学
校
、そ
の
ほ
か

関
係
機
関
に
よ
り
、合
同

会
議
を
年
１
回
実
施
し
、

危
険
箇
所
や
対
策
内
容
を

検
討
し
、通
学
路
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
策
定
す
る
。

平野 龍彦 議員 鳴海 圭矢 議員

問
　
新
規
感
染
者
数
を
で

き
る
だ
け
抑
制
す
る
た
め
、

希
望
者
に
は
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
何
度
で
も
受
け
ら

れ
る
、無
料
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

体
制
の
抜
本
的
強
化
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答
　
健
康
福
祉
課
長

　
福
岡
県
内
で
は
無
料
の

検
査
場
を
５
６
９
カ
所
設

置
し
て
い
る
。

　
糟
屋
南
部
３
町
で
は
４
カ

所
、う
ち
宇
美
町
は
１
カ
所

設
置
さ
れ
て
お
り
、ど
こ
で

も
利
用
で
き
る
。

　
ま
た
、濃
厚
接
触
者
で
な

く
て
も
感
染
の
不
安
が
あ

る
方
で
、希
望
者
を
対
象
に

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
ま
た
は
抗
原
検

査
を
実
施
す
る
体
制
を
整

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
　
４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
、速
や
か
に
受
け
ら

れ
る
体
制
は
取
ら
れ
て
い

る
の
か
。

答
　
健
康
福
祉
課
長
　

　
60
歳
以
上
の
方
に
つい
て

は
、接
種
可
能
日
の
前
日
に

接
種
券
を
発
送
し
、事
前
に

案
内
し
て
い
る
。

　
予
約
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

行
う
こ
と
が
で
き
る
。　

　
電
話
回
線
は
現
在
十
分

に
確
保
し
て
お
り
、つ
な
が

ら
な
い
と
い
う
苦
情
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

　
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
、モ
デ
ル
ナ

社
の
新
ワ
ク
チ
ン
を
合
わ
せ

る
と
ワ
ク
チ
ン
量
の
確
保
は

十
分
で
あ
る
と
い
え
る
。

問
　
感
染
リ
ス
ク
の
高
い

場
所
や
場
面
に
つ
い
て
、具

体
的
に
わ
か
り
や
す
く
示

す
な
ど
、町
民
が
感
染
か

ら
身
を
守
る
上
で
有
効
で

的
確
な
情
報
提
供
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
健
康
福
祉
課
長
　

　
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

ワ
ク
チ
ン
接
種
の

２
つ
の
ポ
ー
タ
ル

ペ
ー
ジ
を
設
置
し

て
い
る
。ま
た
厚
労

省
や
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
リ
ン
ク

し
て
周
知
を
し
て

い
る
。

問
　
町
民
か
ら
の
幅
広
い

相
談
に
応
え
る
た
め
に
、相

談
体
制
を
拡
充
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
　
健
康
福
祉
課
長
　

　
所
管
が
粕
屋
保
健
所
と

な
っ
て
い
る
が
、問
い
合
わ
せ

や
相
談
が
集
中
し
て
電
話

が
つ
な
が
ら
な
い
状
況
で

あ
る
。

　
町
に
も
多
く
の
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、健
康
福

祉
課
の
健
康
長
寿
係
で
対

応
し
て
い
る
。

問
　
こ
れ
か
ら
年
末
に
か

け
て
人
の
出
入
り
も
多
く

な
る
か
と
思
う
が
、ど
う
対

策
を
講
じ
て
い
く
の
か
。

答
　
町
長
　

　
基
本
的
対
策
の
全
体
的

な
方
針
は
以
下
。

①
　
医
療
提
供
体
制
強
化

②
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
促
進

③
　
治
療
薬
の
確
保

④
　
感
染
防
止
策

　
町
で
で
き
る
こ
と
は
ワ
ク

チ
ン
接
種
と
感
染
予
防
で
あ

り
、国
の
基
本
方
針
に
の
っ

と
り
、ワ
ク
チ
ン
接
種
、感
染

予
防
に
今
後
も
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
。

イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
に
対
す

る
町
の
対
応
は

答

通学路交通安全緊急対策の
合同点検の実施内容は

町の合同会議で検討する

コロナ第７波から
命と健康を守れ
答 ワクチン接種促進と
感染予防に全力で取り組む

録画配信はこちらから ▶◀  録画配信はこちらから

通学路合同会議による合同点検フロー

対策の実施

調整
助言

要望
助言

要望

地域住民
連携

地元警察署

道　路
管理者

市町村教育委員会・学校

P T A

「宇美町通学路
交通安全プロ
グラム」の情報
はこちらから

令
和
３
年
度
決
算

表
決
一
覧

各
種
委
員
会
活
動
報
告
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問
　
国
は
通
学
路
の
交
通

安
全
緊
急
対
策
を
求
め
て

き
た
が
、教
育
委
員
会
を

主
軸
と
し
た
通
学
路
安
全

対
策
合
同
会
議（
合
同
会

議
）に
お
け
る
合
同
点
検

の
危
険
箇
所
数
は
。

答
　
学
校
教
育
課
長

　
危
険
箇
所
は
計
14
カ
所

あ
り
内
訳
は
以
下
。

宇
美
小
学
校
　
４
カ
所

原
田
小
学
校
　
５
カ
所

桜
原
小
学
校
　
２
カ
所

井
野
小
学
校
　
１
カ
所

宇
美
東
中
学
校
１
カ
所

宇
美
南
中
学
校
１
カ
所

問
　
宇
美
東
小
学
校
区
と

宇
美
中
学
校
区
の
危
険
箇

所
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。通
学

路
は
変
更
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
の
で
、合
同
会
議

を
年
２
回
に
増
や
す
べ
き

で
は
。

答
　
学
校
教
育
課
長
　

　
合
同
会
議
の
開
催
数
を

増
や
す
こ
と
は
、今
後
、必

要
で
あ
れ
ば
考
え
た
い
。

　
　

問
　
国
が
示
す
合
同
点
検

フ
ロ
ー
で
は
、都
市
整
備

課
に
要
望
さ
れ
た
通
学
路

の
危
険
箇
所
情
報
は
、教

育
委
員
会
に
助
言
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
。

答
　
都
市
整
備
課
長

　
今
後
、通
学
路
の
危
険

箇
所
情
報
は
、合
同
会
議
へ

情
報
提
供
す
る
体
制
も
考

え
て
い
く
。

問
　
貴
船
４
丁
目
に
あ
る

危
険
だ
と
思
わ
れ
る
通
学

路
は
、車
と
歩
行
者
を
分

け
る
白
線
が
消
え
て
い
る

が
、合
同
点
検
の
危
険
箇

所
に
す
べ
き
で
は
。

答
　
学
校
教
育
課
長

　
学
校
と
協
議
し
、次
の

合
同
会
議
に
提
案
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　問
　
貴
船
４
丁
目
の
危
険

だ
と
思
わ
れ
る
通
学
路
で
、

車
と
歩
行
者
を
分
け
る
白

線
の
表
示
に
対
す
る
安
全

対
策
を
す
べ
き
で
は
。

答
　
都
市
整
備
課
長
　

　
今
後
、上
下
水
道
工
事

を
予
定
し
て
い
る
た
め
、併

せ
て
白
線
等
の
施
工
を
考

え
た
い
。

問
　
西
鉄
バ
ス
宇
美
営
業

所
前
付
近
の
通
学
路
は

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
も
な
く
、

白
線
も
消
え
て
い
る
な
ど

危
険
だ
と
思
う
が
、合
同

点
検
の
危
険
箇
所
に
す
べ

き
で
は
。

答
　
学
校
教
育
課
長
　

　
学
校
と
協
議
し
、合
同

会
議
に
提
案
す
る
よ
う
働

き
か
け
る
。

問
　
宇
美
営
業
所
前
付
近

の
危
険
だ
と
思
わ
れ
る
通

学
路
に
つ
い
て
、道
路
管

理
者
と
し
て
、安
全
対
策

を
す
べ
き
で
は
。

答
　
都
市
整
備
課
長
　

　
白
線
に
つ
い
て
は
、早
期

に
施
工
す
る
よ
う
検
討
を

進
め
る
。

　
そ
の
ほ
か
危
険
だ
と
思

わ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、

合
同
会
議
で
協
議
い
た
だ

き
た
い
。

　
ま
た
、有
効
な
対
策
に
つ

い
て
は
、警
察
署
と
も
協
議

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

通
学
路
安
全
対
策

　
　
　
　
合
同
会
議
と
は

　
通
学
路
の
安
全
確
保
に

関
し
て
、町
、粕
屋
警
察
署
、

町
内
小
中
学
校
、そ
の
ほ
か

関
係
機
関
に
よ
り
、合
同

会
議
を
年
１
回
実
施
し
、

危
険
箇
所
や
対
策
内
容
を

検
討
し
、通
学
路
安
全
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
策
定
す
る
。

平野 龍彦 議員 鳴海 圭矢 議員

問
　
新
規
感
染
者
数
を
で

き
る
だ
け
抑
制
す
る
た
め
、

希
望
者
に
は
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
何
度
で
も
受
け
ら

れ
る
、無
料
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

体
制
の
抜
本
的
強
化
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答
　
健
康
福
祉
課
長

　
福
岡
県
内
で
は
無
料
の

検
査
場
を
５
６
９
カ
所
設

置
し
て
い
る
。

　
糟
屋
南
部
３
町
で
は
４
カ

所
、う
ち
宇
美
町
は
１
カ
所

設
置
さ
れ
て
お
り
、ど
こ
で

も
利
用
で
き
る
。

　
ま
た
、濃
厚
接
触
者
で
な

く
て
も
感
染
の
不
安
が
あ

る
方
で
、希
望
者
を
対
象
に

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
ま
た
は
抗
原
検

査
を
実
施
す
る
体
制
を
整

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問
　
４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
、速
や
か
に
受
け
ら

れ
る
体
制
は
取
ら
れ
て
い

る
の
か
。

答
　
健
康
福
祉
課
長
　

　
60
歳
以
上
の
方
に
つい
て

は
、接
種
可
能
日
の
前
日
に

接
種
券
を
発
送
し
、事
前
に

案
内
し
て
い
る
。

　
予
約
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

行
う
こ
と
が
で
き
る
。　

　
電
話
回
線
は
現
在
十
分

に
確
保
し
て
お
り
、つ
な
が

ら
な
い
と
い
う
苦
情
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。

　
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
、モ
デ
ル
ナ

社
の
新
ワ
ク
チ
ン
を
合
わ
せ

る
と
ワ
ク
チ
ン
量
の
確
保
は

十
分
で
あ
る
と
い
え
る
。

問
　
感
染
リ
ス
ク
の
高
い

場
所
や
場
面
に
つ
い
て
、具

体
的
に
わ
か
り
や
す
く
示

す
な
ど
、町
民
が
感
染
か

ら
身
を
守
る
上
で
有
効
で

的
確
な
情
報
提
供
を
行
う

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
健
康
福
祉
課
長
　

　
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

ワ
ク
チ
ン
接
種
の

２
つ
の
ポ
ー
タ
ル

ペ
ー
ジ
を
設
置
し

て
い
る
。ま
た
厚
労

省
や
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
リ
ン
ク

し
て
周
知
を
し
て

い
る
。

問
　
町
民
か
ら
の
幅
広
い

相
談
に
応
え
る
た
め
に
、相

談
体
制
を
拡
充
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答
　
健
康
福
祉
課
長
　

　
所
管
が
粕
屋
保
健
所
と

な
っ
て
い
る
が
、問
い
合
わ
せ

や
相
談
が
集
中
し
て
電
話

が
つ
な
が
ら
な
い
状
況
で

あ
る
。

　
町
に
も
多
く
の
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
お
り
、健
康
福

祉
課
の
健
康
長
寿
係
で
対

応
し
て
い
る
。

問
　
こ
れ
か
ら
年
末
に
か

け
て
人
の
出
入
り
も
多
く

な
る
か
と
思
う
が
、ど
う
対

策
を
講
じ
て
い
く
の
か
。

答
　
町
長
　

　
基
本
的
対
策
の
全
体
的

な
方
針
は
以
下
。

①
　
医
療
提
供
体
制
強
化

②
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
促
進

③
　
治
療
薬
の
確
保

④
　
感
染
防
止
策

　
町
で
で
き
る
こ
と
は
ワ
ク

チ
ン
接
種
と
感
染
予
防
で
あ

り
、国
の
基
本
方
針
に
の
っ

と
り
、ワ
ク
チ
ン
接
種
、感
染

予
防
に
今
後
も
全
力
で
取

り
組
ん
で
い
く
。

イ
ン
ボ
イ
ス
導
入
に
対
す

る
町
の
対
応
は

答

通学路交通安全緊急対策の
合同点検の実施内容は

町の合同会議で検討する

コロナ第７波から
命と健康を守れ
答 ワクチン接種促進と
感染予防に全力で取り組む

録画配信はこちらから ▶◀  録画配信はこちらから

通学路合同会議による合同点検フロー

対策の実施

調整
助言

要望
助言

要望

地域住民
連携

地元警察署

道　路
管理者

市町村教育委員会・学校

P T A

「宇美町通学路
交通安全プロ
グラム」の情報
はこちらから
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日　程　令和４年10月13日～14日　
視察先　福島県矢吹町・鏡石町
テーマ　震災復興への経過および議員・議会の対応

東日本大震災を経験され、防災・減災にどのように取り組んでいるかを研修。
災害後、最も必要とするものはインフラ・水・食料だとのお話を聞けた。
当委員会でも視察研修の経験を生かし、議員活動の向上に取り組んでいく。

日　程　令和４年10月17日～18日
視察先　兵庫県姫路市・稲美町　
テーマ　小中一貫教育の取組
　　　　子育て世代への支援施策
　　　　議会ライブ中継の効果

震災復興と防災・減災の取組を視察〇〇課報告 〇〇課報告小中一貫教育と子育て世代への支援を視察

視察研修の様子

○10月14日　鏡石町
　鏡石町は酪農の町であり、福
島原発事故による家畜への被
害が多くあった。
　また、風評被害により経済的
な打撃を受けた。
　大地震により、交通網に大き
な影響が出た鏡石町には東北
自動車のスマートインターが
あり、一般車は使用できなかっ
たが、物資の流通に使用するこ
とができた。

子育て交流施設 いなみっこ広場視察

○10月18日　稲美町
　子育て世代への支援施策として、稲美中央公園こどもの国をリニューアルした。
障がいがある子どもでも遊べるインクルーシブデザイン遊具を取り入れたことに
より、多くの利用者に喜ばれて
いた。また、令和４年７月から
は子ども医療費の対象年齢を
18歳まで拡大した。
　議会ライブ中継の効果とし
ては、視聴する町民が大幅に増
加したため、議会に対する関心
が高まった。
　当委員会でも視察研修の経
験を生かし議員活動の向上に
取り組んでいく。

○10月17日　姫路市
　姫路市では、平成23年度より、市内
全35ブロックで、小中一貫教育を展開
している。
　また、平成30年４月には、小学校６
年間と中学校３年間を併せて、９年間
を一貫して教育する義務教育学校を
一部で導入している。
　義務教育学校の利点に学ぶことが
多くあり、今後は学校の在り方につい
て考えたい。 姫路市教育委員会との意見交換

○10月13日　矢吹町
　矢吹町役場の駐車場に、上水
道と直結した循環式の地下タ
ンク貯水槽が設置されている。
　災害時の断水に備えて設置。
停電時でも使用できるよう手
動ポンプでくみ上げができる。

▲ 貯水量100トンの地下貯水槽

◀ 希望する家庭に配布される防災ラジオ（個人負担金3000円）
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うみ議会だより
ホームページ
こちらにアクセス！

議会は年４回（３月・６月・９月・12月）定例会が開かれます。
役場３階の傍聴席入り口で住所・氏名を記入下さい。新型コロナウイルス感染症対策を行い撮影しています

16ページに関連記事を掲載

次回の議会は12月７日に開会予定です。

議会を傍聴しませんか!歩みだそう！
次の１００年

うみくん みらいちゃん

声メーター Gikaiboutyou Meter

議会傍聴メーター
2022年3月議会から議会
傍聴に来られた人数です。

表紙にも掲載しています

シリーズ

議会広報 第6弾

子どもたちの笑顔とそれを支える方々に
スポットを当てていきます

　宇美中学校2年生が議会で職場体験をしました。
また、井野小学校６年生が夏休みの自由研究として、
親子で取材に来てくれました。
　子どもたちが議会に関心を持つ良い機会になる
ことを願っています。

～小中学生が議会に来てくれました～
議会に関心を持つ子どもを増やそう

　中学生からは、「こんなにたくさんの会議を行っている
とは思わなかった」「情報発信や広報活動をとおして自
分たちの思いを伝えていくことの大切さを学ぶことがで
きた」「会議の進め方を班活動などで議論を行うときに
生かしたい」といった声が聞こえてきました。

　「この体験で
得た行動力を生
かし、さまざまな
ことに素早く対
応していきたい」
「学校行事等を
仲間と協力しな
がらやり遂げたい」「話し合いの進め方が参考になった。
チームワークを作るときに役立てたい」「人見知りが解消
した」などの声が寄せられました。

職場体験を今後どう生かす

議会広報委員会に参加

　議場で行われた議
会改革調査特別委員
会では、実際に機器の
操作を体験しました。
　録音をもとに会議録
が作成されると聞いて、
緊張した面持ちで操
作していました。

録音・録画機器を操作

　「議会を自由研
究で取り上げた
きっかけは、昨年
発生したひばり
が丘団地のがけ
崩れでした。
　取材してみて、
各教室にエアコ
ンが設置された
ことや、タブレッ
ト型パソコンが配布されたことなど、身近な出来事に
議会が関係していると知ることができました」と話し
ていました。

夏休みの自由研究

９月定例会は
20人が傍聴に
来られました

中学生が職場体験


